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抄  録 

冷間鍛造を成り立たせてきた通称ボンデ潤滑皮膜は、その皮膜処理プロセスから出る廃

水や産業廃棄物、エネルギー消費が地球環境保全面から問題視されてきた。 

しかし、冷間鍛造の過酷な加工面に安定した潤滑能と焼付き抑制能を提供できる代替の

潤滑剤は出現せず半世紀以上にわたってボンデ潤滑皮膜に頼り続けている。 

候補者らは、ボンデ潤滑皮膜を代替できる次世代の潤滑技術として、一工程潤滑システ

ムPULS (Parker Ultimate Lubrication System)の開発に成功し、冷間鍛造業界におけるボ

ンデ潤滑の代替化を進めてきた。この十数年間で多くのボンデ潤滑処理ラインを廃止でき、

省力化、廃棄物やエネルギー消費の削減などにも大きく貢献している。これからのネット

シェイプ鍛造の発展に対してもスピーディーなバックアップができるよう、潤滑膜の開発

効率を高める摩擦評価法システムの開発までも行い、様々な新型皮膜の市場化も進んでい

る。 
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